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　2023ー2024年度テーマ

クラブテーマ 「　クラブを心のよりどころに　」
	 	 クラブ会長 土 師 幸 士

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　報　告
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

	 43 名	 0 名	 4 名	 35 名	 8 名	 81.40％	 1747 回例会　修正なし

◆ゲスト 5名 ガバナー　東京北R.C.　栃木一夫 様、ガバナー補佐　東京浅草中央R.C.　藤掛靖元 様
  地区幹事　東京北R.C.　横山義文 様、分区幹事　東京浅草中央R.C.　立野秀一 様
  米山奨学生　イマン 様
◆ビジター 1名 東京浅草R.C.　坂  真太郎 様

R.I. 会長 ゴードンR・マッキナリー　　　地区ガバナー 栃　木　一　夫

今後の例会（卓話）予定

９／ 13 「BCP（事業継続計画）策定の必要性と構築ポイント」
三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング㈱　シニアマネージャー　笠原正史 様

９／ 20 会員卓話 宮崎守弘会員
９／ 27 オープン例会「祭礼における町鳶について」

浅草神社御用出入り　㈱新門　杉林礼二郎 様

会長挨拶＜土師会長＞
・本日はガバナー公式訪問ということで、栃
木ガバナー・横山地区幹事におかれまして
はようこそ我がクラブへお越しくださいま
した。そして米山奨学生のイマンさん、ま
た東京浅草RCから坂さん、ようこそのご
来訪です。
　お忘れになっているメンバーもいらっしゃ
るかも知れませんが、今年度におきまして

は例会への出席を奨励するということで、
可能な限り100％出席を目指して頂く為に
も、東京浅草RCと協同し、それぞれのクラ
ブにメイキャップした場合はビジタフィー
を2,000円に設定させて頂いております。

　先程坂さんに確認したところその金額だ
ったということで安心しておりますが、
我々も浅草RCに行かないと、少し言い方
が悪いですが損をしてしまいますので、

年間100％出席　　吉 沼 隆 秀 君　８回

9月お誕生日祝 13	日	（66 才）	上野雅宏君  ・	 17	日	（76 才）	 小林雅純君
24	日	（76 才）	原田　毅君	

前回（8/30　1749 回例会）の記録

〈次頁へつづく〉



ニコニコボックス
＜東京浅草R.C.　坂  真太郎 様＞
・第50回能と狂言の鑑賞会のご案内をさせて
頂きます。地区米山奨学生を浅草ロータ
リークラブがご招待する事業です。関係者
の皆様のご参加をお待ち致しております。

＜土師会長、江連幹事＞
・栃木ガバナー、地区役員の皆様、ようこそ
ご来訪下さいました。クラブ協議会もあり
がとうございました。ごゆっくりお過ごし
下さい。

＜浜中、原田、五十嵐、岩戸、伊藤、加藤、
松丸、松本、中橋、斎藤、佐藤、関原、常見、
内田、上野、上原、海内、渡辺、吉沼＞
・栃木一夫ガバナー・横山義文地区幹事、本
日は、よろしくお願い致します。

＜園部＞
・栃木さん、ガバナーご就任心よりお祝い申
し上げます。国連UNHCR協会テャリティゴ
ルフ実行委員会委員長の園部です。その節
はご夫妻でご参加頂き、毎回大きなチャリ
ティをして頂きありがとうございました。
この一年、くれぐれもお体のご自愛をして
頂きご活躍を心よりお祈り申し上げます。

＜後上、本間、片岡、桜井、髙橋＞
・東北復興支援継続を！
＜岩戸＞
・107年ぶりの母校の優勝を祝して。

委員会報告
＜社会奉仕委員会　吉沼委員長＞
・９月３日に行う「稲作交流事業」がお陰様

幹事報告＜江連幹事＞
・次週の例会終了後に第３回理事・役員会を
開催致します。該当者の方は宜しくお願い
致します。
・次週の卓話はクラブフォーラムです。テー

で53名の参加者となりました。ご参加さ
れる方は熱中症対策及び着替え等ご持参
の上ご参集下さい。

マは「クラブビジョン」についてです。ポ
ケットに開催要項を配付致しました。

　宜しくお願い致します。
・次週の例会に３名の新入会員の入会式を行
います。宜しくお願い致します。

是非メイキャップで浅草RCへ足を運ばれ
てください。
　先程はクラブ協議会にて、拙いながらも当
クラブの事業計画や奉仕活動、またクラブ
ビジョンについて説明させて頂きました。
あの様に皆さんの前で話すことによって、
私自身がクラブ運営について常に考えてい
く必要があることを改めて認識する良い機
会となりました。若輩者の会長ではござ
いますが、メンバー皆様に何卒お支え頂
きまして、今年度残りの任期を全うし、
またクラブビジョンが策定に繋げるべく

ご協力をお願い申し上げます。
　また、今週末９月３日の日曜日には、社会
奉仕・青少年奉仕活動の一環であります
「稲作交流事業」が行われます。ご参加頂
ける方、本当にありがとうございます。ま
た再来月10月には「フラフェスin浅草」も
控えております。

　両事業それぞれに重要な意義を持たせて実
施して参りたいと思いますので、その点に
付きましても皆様のご理解を賜れば幸いに
存じます。



卓　　話

ガバナー公式訪問

第 2580 地区ガバナー　東京北R.C.

栃　木　一　夫		様

＜今週担当　髙橋　通＞

「平和とは希望が根付くための⼟壌です」
全ては希望から始まると信じています。希望がなければ⼈は前には進めません。

ロータリーは、平和、機会、⽣きる価値ある未来の⼟台を築いています。私たちが得意とすることを継

続すると同時に、変化に対してオープンで前向きになり、世界と⾃分⾃⾝の中に平和を築くことに⼒を注

げば、ロータリーは、より平和で、より希望のある世界を築く⼿助けができます。

令和は新型コロナウイルスによるパンデミックで始まり、ロシアのウクライナ侵攻、地球温暖化による

⾃然災害、不安定な国際関係等、世界が分断されるとささやかれるそんな時代だからこそ、ロータリーは

平和を築く⼟壌づくりに貢献しなければなりません。

そのためにはまずは「⾃分のクラブはどうしたら元気なクラブになるのか？」「持続可能になるのか？」

と問うことです。⼈と⼈とのつながりと⽬的意識を持つことは、ロータリアンの⼼に⽕をつけることでし

ょう。夢と希望を描き（クラブビジョン）、実現に向けた具体策（⾏動計画）についての会員間の対話は忘

れてはなりません。

【ロータリアンの⼼】の再確認につながると思います。

国際ロータリー第 2580 地区

ガバナー 栃⽊ ⼀夫




